	会議名
	2024年度　全国自立援助ホーム協議会運営役員会　第11回

	日時
	2025年　2月12日（水）13：30～16：30
	場所
	オンライン

	出欠

敬称略
	出：串間・川口・本間・前川・赤坂・江頭・國分・合木・関口・恒松・野原

	
	欠：鎌原

	〇会長挨拶
・年度末に差し掛かり多忙な時期であるが、協議会運営に尽力いただき感謝。今後もよろしくお願いします。
・来年度はホーム長でなくなるため、役員も交代。



	１，ホーム長研修・総会について

	○研修：要綱、進捗確認
・Ⅲ型は処遇改善加算の対象ではないが、参加自体は拒むものではない。
・里親の間では事業の詳細も認知されていない印象。FHも同様か。
・影響は大きくなさそうなので、文面はそのままで良い。
○総会
・定例の報告に加えて、旅費規程の報告あり。
・次回の役員会で議長選出。



	２，全国大会

	○福岡大会
・後援者への報告、決算が済んでおり、確認。
・予算との差が大きいため、丁寧な説明が必要であろう。
・今後も大会規模は大きくなり、協議会会費30,000円の内、20,000円程が全国大会や各研修費用への支出に充てられる計算となる。

○大阪大会

・実行委員会報告。
・広報委員会に分科会を一つ担当してもらえないかと案が挙がっている。
⇒広報委員会内で共有。可能であれば次回実行委員会から参加。



	３，科研費について

	○来年度の調査（5年毎）に係る概算見積もりを確認。
・年度内の完成を目指して活動。
・大阪大会で中間報告も検討してはどうか。
・Questantの利用の有無を確認。予算も計上。
・100万円の予算⇒承認。


	４，各委員会より

	○三役
・FH協議会事務局と法人化に向けて意見交換会を実施。（2025年2月27日　於：神戸）
　質問、確認事項について役員からも募集。川口さんが集約。
・複数ホームを運営している法人が協議会に１ホームだけ入会する動きが加速するのではないか。今後会員と非会員の区別を明確にしていく必要あり。
○制度政策
・予算要望（案）について確認。
・他重点項目という表記に違和感あり。
・一時保護ケースの受託支度費申請について意見交換。
⇒支弁方法も自治体によって異なる。保護を経て本入居になるケースや家庭復帰ケース、保護期間も様々。

⇒受託支度費の運用弾力化を求める程度が適当か。

・ホーム長の専任配置は慎重に要望されたい。
⇒今後行われるホーム長の業務・ストレス調査の結果から内容を検討するのも有効か。
　そもそも職員の適正人数を検討できていない。労働基準法等、何をベースに議論するかも大事。

○調査研究
・ホーム人数調査について、未回答ホームの確認。
・困難事例集の発行と児童家庭支援センターへのニーズ調査を準備中。
・実践事例集の配布はホーム長研修時で良いか⇒承認。但し、会員への連絡は必要ではないか。
○研修
・企画力向上研修。3月5日　於：オンライン
・来年度の研修案について確認。
○広報
・たより（3月発行）について。一般生活費増額について現場の声を
・オンライン茶話会（3月5日）の参加者を募集中。

○事務局
・GAPより寄贈案内。
・役員、ブロック長の選出が済み次第事務局に報告されたい。


	次回
	　日時：2025年　3月12日(水)　13:30～17:00　場所：オンライン


